
ケアハウスみどりの風・おかべ

今まで通り
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ケアハウスみどりの風
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施設概要

3

平成２４年４月１日

静岡県藤枝市岡部町に開設

１階：ケアハウス（一般型６室）・デイサービス

２階３階：ケアハウス

（特定施設入居者生活介護３６室）

介護職員 １３名（常勤 ８名 非常勤 ５名）

看護師 ２名
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はじめに…

介護とは        

究極のサービス業

 本人の気持ちに寄り添うこと
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平均年齢

令和５年３月時点

８９.３６歳
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大切にしていること

思いやる気持ち、心

対話、コミュニケーション

個別に合わせた支援……

仕事にプライドを持つ
7



事例報告 入居者A様

平成２４年４月に入居

９２歳女性

性格 穏やかで読書が好き

甘い食べ物、冷たいレモンティー等が好き

日中はフロアで本や新聞を読み

適宜居室で休みながら過ごされる
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異変に気付く

[４月１９日の夕食]

いつもに比べ進み具合が悪い？

なんとなく活気がない？

声掛けに対しての反応が鈍い？

自力摂取に時間がかかる？
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医療連携

翌日理事長へ報告→三輪医院受診

２４日、検査目的で藤枝市立HPへ緊急入院

→直腸癌、頭部に腫瘍が見つかり状態低下

→体力的に手術は困難

 

生活意欲の低下から「老衰」状態となる
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病院の医師より

治療目的ではなく痛みや苦しみを和らげながら支

える緩和ケアの提案を受ける

家族の思い

「住み慣れたみどりの風に戻りたい」

入院期間１７日。５月１０日退院が決まる
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退院を前に

緩和ケア

みどりの風で何ができるのか

カンファレンスにて情報共有

治療の場 → 生活の場

「今まで通り」
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退院 ケアハウス(自宅)に戻る

【病院では】
食事水分摂取が少ない
排泄量も少ない
17日間で体重－５㎏

病院からの移動で疲れ切った様子

座位姿勢不安定

発語もままならない
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３食離床
体操への参加
排便時のトイレ誘導
臥床時間を設ける

とにかく本人と関わり話す機会を多く持つ

[声掛けから期待されること]
  馴染みの空間
     顔見知りの職員

    聞いたことのある声

退院後の様子 2日目以降
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身体機能 6月15日～現在 ※機能訓練士

身体機能状況
身体は疲れやすくなっている体力的に落ちている

介助にて立ち上がり訓練可
車椅子座位にてグループ体操可

体操がない場合は居室にて会話をしながらリラク
ゼーション実施

食事摂取動作が自力にて行えるようになった
美味しく食べている

15



食事 6月15日～現在 ※管理栄養士

退院後数日

摂取量にムラあり

好みの嗜好品提供

カスタードケーキやポカリ、レモンティー

６月２日よりえんげ食からやわらかへ食上げ

摂取量、体重に大きな変化はないが本人の食

事に対する意欲や満足度向上
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ケアハウスの役割

安心安全な環境で、穏やかな日々をいつまでも

主役は本人「やりたい」を決してあきらめない。

介護の専門性を駆使して思いを引き出す

本人らしさの継続

声を掛けること（質や量）の大切さ
安心の提供

馴染みの関係

居場所の確保
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本人の気持ちに寄り添いケアをしたい

全ては気持ちに寄り添う事から始まる

特別な事をするのではなく

寄り添うことで気付きが生まれ支援が動き出す

A様の病状は何れ進行するかもしれない

だが、その人らしさはいつまでもそして最期まで…

身近で支えるのが家族であり私たちでもあると思う
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なぜなら

寄り添うケアは

「人」にしかできないから
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ご清聴ありがとうございました
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